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クモ類 ＜クモ目 コガネグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＢ類 （国：リスト外） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE ARANEIDAE＞ AICHI：EN （JAPAN：－） 

ワクドツキジグモ Pasilobus hupingensis Yin, Bao et Kim 

 
【選定理由】 
 県内では稀に発見される程度
である。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長雌 8～10mm、雄 2～3mm。
雌の体色は茶褐色で、腹部背面
に多数の隆起がある。腹部はや
や菱形で、縦巾より横巾が 2 倍
ほど長い。名の由来のワクドは
地方名でヒキガエルのこと。ツ
キジは発見者である築地氏によ
る（新海, 2006）。 
 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 岡崎市池金町、豊田市琴平町（大原, 2008）、
同京ケ峰、北設楽郡設楽町で確認された。 
 国内では、本州（関東以南）、九州、南西諸
島に分布する（新海ほか, 2018）。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 低山の常緑、落葉広葉樹の混生する低木林
や林床のシダ植物などから発見される。主に
日中は葉の裏上に静止し、夜間に樹間に粘性
の強い三角形の水平の網を張る（新海, 2006）。 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 もともと個体数の少ない種で、稀に発見さ
れる程度である。減少の要因は不明である。 
 
 
 

【保全上の留意点】 
 生息地での伐採や開発は慎むべきである。 
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（緒方清人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡崎市池金町, 2019 年 5 月 5 日, 川田奈穂子 採集, 緒方清人 撮影 
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